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はじめに

時 のたつのは早いもので、PHPは2015年で20周年を迎えます。今やPHP

はメジャーな開発言語の1つとして確固たる地位を確立しています。

RubyやPythonといった言語も勢いがありますが、初心者がはじめやすいという

点では、今でもPHPが最適ではないでしょうか。

本書では、はじめてプログラミングをする人や、はじめてWebアプリケーショ

ンを作成する人でも、最後まで読み進められるようにとの思いで執筆しました。

今時の機能は入っていないし、見栄えも地味なものになっていますが、その

分じっくりと基礎が身に付く内容になっています。一歩ずつ読み進めていけば、

間違いなくこの先PHPでプログラミングをする基礎力になるので、最後までPC

を前に読み進めてください。

この本がきっかけとなって、PHPのプログラミングが楽しいという人が増えれ

ばなによりです。

本書の執筆にあたり、執筆を勧めていただいた星野邦敏さん、本書を出版す

る機会を与えてくださった柳沼俊宏さん、牧浦裕介さん、遅くまでチャット

で相談に乗っていただいた小山哲志さん、的確なアドバイスを送っていただ

いた大垣靖男さん、皆さま本当にありがとうございました。最後にレビュー

に参加いただいた皆さまには、大変貴重なご意見をいただきありがとうござ

いました。皆さまのご意見があったからこそ、良い内容に仕上がったと思っ

ています。

有限会社アリウープ

柏岡秀男

池田友子
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で、レッスン28で作成したユーザーのユーザー名

とパスワードをあらかじめ変数に入れておきます

❶。変数名は$user、$passとします。

りませんね。レッスン34で解説するので、ここで

は下の4行をそのまま追加してください❶。

ァイル名を「list.php」として、ほかのファイルと同

じくレッスン12で作成した「yasashiiphp」フォルダ

に保存しましょう。

先ほど変数の設定をしたので、$user、$passと入

力するだけでOKです。また、ここではPDO実行時

にException（エラー)を発生するようにエラーモー

ドを設定します❸。

新しくファイルを作成し、まず<?phpタグを入力し

ます❶。140ページで説明したように、データベ

ースの接続にはユーザー権限の情報が必要なの

続いて、データベースの操作内容を入力します。

とはいえ、まだ何をどう操作すればいいのかわか

最後にデータベースとの接続を終了するコードを

追加しておきましょう。終了のコードは$dbh = null;

でしたね。これを追加すれば完了です❶。最後

に?>タグを入力してPHPモードを終了します❷。フ

続いて、データベースに接続するためのコードを

入力します。まず$dbh = newと入力します❶。そ

の後、前ページで解説したPDOでの接続方法を

入力します❷。ユーザー名とパスワードの部分は

1
3

42

データベースのユーザー名とパスワードを変数に保存する

データベースの操作を入力する

データベースとの接続を終了するデータベースに接続する

データベースに接続して終了する

03 $pass⎵=⎵"●●●";
04 $dbh⎵=⎵new⎵PDO('mysql:host=localhost;dbname=db1;charset=
 utf8',⎵$user,⎵$pass);
05 $dbh->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE,⎵PDO::ERRMODE_EXCEP 
 TION);

01 <?php

02 $user⎵=⎵"●●●";
03 $pass⎵=⎵"●●●";

05 $dbh->setAttribute(PDO::ATTR_ERRMODE,⎵PDO::ERRMODE_EXCEP 
 TION);

06 $sql⎵=⎵"SELECT⎵*⎵FROM⎵recipes";
07 $stmt⎵=⎵$dbh->query($sql);
08 $result⎵=⎵$stmt->fetchAll(PDO::FETCH_ASSOC);
09 print_r($result);

09 print_r($result);

10 $dbh⎵=⎵null;
11 ?>

データベースの接続にはPDO（命令の集まり）

を利用します。PDOを利用するためには手順

が必要です。データベースを利用するために

必要な情報（接続情報やユーザー名、パス

ワード）を指定して準備します。4行目のコー

Point PDOの使い方を知ろう

ドのように記述することで、指定した状態で

データベースを利用する準備ができたことに

なります。この固まりを「$dbh」という変数

に収めています。今後データベースの機能を

使う場合は、この変数「$dbh」を指定します。

5 データベースに接続できた

<?phpタグを入力1

$dbh = newと入力1
$dbh = null;と入力1
?>と入力2

PDOの接続方法を入力2

PDO実行時のエラーモードを設定3

ユーザー名とパスワード
を変数として入力

2

データベースの操
作について入力

1

保存したファイルをブラウザで確認して

みましょう。URLはhttp://localhost/yasa 

shiiphp/list.phpです。左のような画面が

表示されていれば成功です。

変数名はわかりやすくする
基本は省略せずに書き、省略時は一般的なもの
（本文にある$dbhや$stmtなど）を利用するのがい
いでしょう。「$dbh」は、データベースを扱うとい

う意味の「database handler」の略で一般によく使
われます。「$stmt」は実行するという意味の
「Statement」の略です。

新規ファイル

list.php
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タイトル
レッスンの目的をわかり
やすくまとめています。

講師によるポイント
特に重要なポイントでは、
講師が登場して確認・念
押しします。

レッスンのポイント
このレッスンを読むと
どうなるのか、何に役
立つのかを解説してい
ます。

解説
PHPの大切なポイントや
知識を画面や図解をまじ
えて解説しています。

手順
番号順に入力をしていき
ます。入力時のポイント
は赤い線で示しています。

Point
入力時の注意点や補足の
説明をしています。

ワンポイント
レッスンに関連する知識
や、知っておくと役立つ
知識を解説しています。

※この本ではHTMLの一部を省略している場合があります。　
※本書は2015年3月時点での情報を掲載しています。

本
書
の
読
み
方

「いちばんやさしい
PHPの教本」
の読み方

「何のためにやるのか」
がわかる！

「いちばんやさしいPHPの教本」では、講師によるやさしい説
明と豊富な図解で、はじめてPHPを学ぶ人でもつまずかないよ
うに「実践的なWebプログラミングの方法」を解説しています。

薄く色の付いた解説パートでは、HTMLやPHPでWebサイト
を作る際に必要な考え方や知識を解説しています。重要な
ポイントは講師が念押ししてくれるので、PHPへの理解を
深められます。

プログラミングのパートでは、大きなフォントで1行1行の
流れを丁寧に解説しています。行番号も付いているので、
自分で入力しているコードと見比べながら進められます。

「どうやってやるのか」
がわかる！
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PHPを使ったプログラミング
をはじめる前に、PHPを入力
するためのエディタを用意し
たり、PHPと密接な関係にあ
るHTMLに関して、必要な知
識を身に付けたりしましょう。
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このレッスンの
ポイント

01
Lesson

Webサイトを表示するためのHTML

PHP（PHP:Hypertext Preprocessor）は、より高機

能なWebサイトを作るために活用します。そもそ

もWebサイトは何でできているのかは皆さんご存

じですか？ 基本的にはHTMLという言語で書か

れています。すでに知っている人は多いかもしれま
せん。HTMLを知らないという人、後で解説する

ので不安になる必要はありませんよ。

WebサイトはHTMLでできている

では、さっそくPHPについて学んでいきましょう。とはいえ、い
きなり覚えることばかりではつらいですよね。まずはPHPを利用
する目的からイメージしてもらいましょう。皆さんが普段利用して
いるWebサイトを思い出してください。実はいろいろなWebサイ
トで、PHPによるプログラムが活用されていますよ。

PHPで何ができるのかを
知りましょう

［PHPの役割］

HTML Webサイト

HTMLというルール
の言語でWebサイト
は表示されています。
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例えば、小さなレストランのWebサイトを想像して

みてください。まずは入り口となるトップページが

ありますね。どんなレストランなのかの紹介ペー

ジもほしいところです。メニューも気になりますね。

メニューのページも作りましょう。地図を掲載した

ページも必須ですね。

では、「このWebサイトを実際に作るぞ」となると、

どういうファイルを準備したらいいでしょうか？ ト

ップページ、お店の紹介ページ、メニューの掲載

ページ、地図の掲載ページと4つのHTMLファイ

ルを作れば完成ですね。こうした小さなWebサイ

トなら、PHPは必要ありません。では、もっと規

模の大きなWebサイトではどうなるでしょうか？ 次

のページで見てみましょう。

Webサイトに必要なページを想像してみる

小さなWebサイトならPHPは必要ない

小さなWebサイトの構造

Webサイトに必要なファイルの数

トップページ

トップページ

地図

地図

メニュー

メニュー

紹介

紹介

なんとなく「こんなペー
ジが必要だな」というイ
メージはわきますよね。

ページが
4つのWebサイト

HTMLファイルも
4つ必要

地図メニュー紹介

トップページ
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さて、今度はもっと規模の大きなWebサイトをイメ

ージしてみましょう。いろいろなレストランのレビ

ューがたくさん掲載されたグルメ情報サイトです。

何千店ものレストランの口コミ情報が掲載されて

います。このWebサイトは、どう作ればいいので

しょうか。何千個ものHTMLファイルを作ります

か？ ちょっと現実的ではありませんよね。

ここで登場するのが「PHP」です。PHPとは、ざっ

くりいってしまうと、命令に応じてさまざまな動作

をしてくれるプログラミング言語です。PHPを使え

ば、レビュー掲載ページ用のPHPファイルを1つ

作っておけば、後は命令にしたがって、それぞれ
のレストランのレビュー掲載ページを自動で作っ
てくれます。これなら、何千個ものHTMLファイル

を作る必要はありませんね。

大規模Webサイトの場合

PHPによるプログラム

大規模Webサイトは同じ方法では作れない

自動でHTMLを書いてくれるPHP

何千ページもある
大規模Webサイト

ファイル1つで
OK！

毎日口コミ情報が集まるグルメ
サイトで1つ1つページをHTML
で作るのは考えにくいですよね。

レストランAの
ページが見たい

レストランBの
ページが見たい

PHP

レストランB

レストランA
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PHPを使えばどんなことができるか、イメージでき

ましたか？ 皆さんがよく利用するようなあんな

WebサイトやこんなWebサイトもPHPの技術で実

現しているんですよ。例えば、Yahoo! JAPANなどは、

PHPの開発そのものにも貢献しているんです。

PHPを利用しているWebサイトは全世界で1億以
上あるといわれています。ワクワクしてきません
か？

「そんな大規模なサイトを作る予定はない」と思う

方もいるかもしれませんが、PHPは大規模なサイ

トを作るためのものではありません。例えば、問

い合わせフォームやアンケートシステム、会社が

持っているデータを検索する仕組みなど、さまざま
な機能に応用できるのです。1つ1つかみ砕きなが

ら解説していきますね。次のレッスンでは「プロ

グラム」について、もう少し詳しく説明します。

いろんなWebサイトでPHPが使われている

さまざまな機能に応用できる

PHPを利用している主なサイト

PHPで作成できる主なプログラム

食べログ

検索システム

アンケート

問い合わせフォーム

Yahoo! JAPAN 価格.com

ルールさえ覚えれば、
さまざまなプログラムを
作成できますよ。
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このレッスンの
ポイント

Lesson

テレビの録画機能を思い浮かべてください。毎日

指定した番組を録画する機能がありますね。この

録画機能ではさらに以下の図のような3つのメニ

ューを選択できます。例えば、朝の連続ドラマを

録画するときは、毎日録画にしてしまうと放送の

ない日曜日も入ってしまうので、月曜日から土曜日

を選択します。これは、録画機能用のコンピュー
タに、条件を指定して考え方を伝えていることに
なります。これも1つのプログラミングです。

録画機能のプログラム

プログラムは実はとっても身近

前のレッスンでPHPはプログラミング言語だという話をしましたが、
プログラムと聞くと、えたいのしれない難しいものだと感じてしま
う人もいるでしょう。プログラムとは、簡単にいうと「考え方をコ
ンピュータに伝えること」です。簡単な例を見ながら、まずは基本
的な考え方を知りましょう。

プログラミングの
基本的な考え方を知りましょう

［プログラミングとは］

02

録画機能のメニュー 録画用コンピュータ

・毎日録画する

・月曜から金曜に録画する

・月曜から土曜に録画する

決められた条件に
応じて録画を行う

「どんな条件でどんな行動をする」ということを
決めるのがプログラムなのです。このプログ
ラムを書くことを「プログラミング」といいます。
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「ある条件だったら何々をする」といった設定の
積み重ねでプログラムは動いています。高度なプ
ログラムでも簡単なものでも、そこは変わりません。

先ほどのテレビ録画の例では日本語のメニューで

条件と行動を指定していましたが、PHPの場合は

主に英単語を用いた独自のルールで、プログラム

を書いていくことになります。書き方の文法さえわ

かってしまえば、録画予約のように自由に扱える

ようになるので、安心して読み進めてください。

プログラミングは怖くない

? 枚の
コイン

? 枚の
コイン

PHPによるプログラムの一例

if($_POST['category'] ⎵=== ⎵"1") ⎵echo ⎵"和食";

どんな条件のとき

どんな行動をする

プログラムの考え方として知っておきたいのが「ア

ルゴリズム」です。アルゴリズムとは効率のいい
考え方をプログラムに伝えることです。例えばコ
インが何枚入っているかわからない袋を持ってい

てそれを5人に分けろといわれたらどうしますか？ 

「袋の中身をまず数えてから分け方を考える」「1人

に1枚ずつ順番に配っていく」などさまざまな方法

がありますね。プログラムを書くにはこの方法を

考えなければいけません。

アルゴリズムって何？

効率のいいプログラムを考える
1枚ずつ配布を繰り返す

枚数をカウントしてから分配

PHPには順番を入れ替える、
繰り返し同じ動作をするなど
便利な命令がたくさんそろっ
ているので、これらを組み合
わせてプログラムを考えます。

左図のPHPは「1を取得
したら、和食を出力する」
という命令になります。
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このレッスンの
ポイント

Lesson

HTMLファイルの表示の仕組み

そもそもHTMLとはどういうものかを確認しておき

ましょう。HTMLとは、Webサイトを表示するため

の言語です。書き方はレッスン7で解説しますが、

ここで覚えておきたいのは、HTMLファイルをブラ
ウザで表示すると、誰がどうアクセスしても同じ
Webページの内容が表示されるということです。

HTMLは常に同じ内容を表示する

プログラミングの面白さは感じていただけましたか？ では、PHP

でプログラミングをするというのはどういうことなのか、レッスン
1で話に出てきたHTMLとの関係性を確認しながら解説していきま
しょう。

PHPとHTMLの違いを
知りましょう

［PHPとは］

03

HTMLファイルに
アクセスする

ファイルの内容に
したがってWebペ
ージが表示される

HTML

HTMLで作られたWebサイトは、
誰がどう表示しても、同じよう
にページが表示されます。
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PHPファイルにブラウザでアクセスしてもHTMLフ

ァイルと同じく、対応した内容が表示されます。

ただし、大きな違いが1つあります。PHPは設定し
たプログラムによって、表示させる内容を変更で

きるのです。条件AでアクセスしたユーザーにはA

の内容を、条件BでアクセスしたユーザーにはBの

内容をといったように、プログラムに沿って表示

する内容を変更できるのです。

HTMLとPHPの違いはわかりましたか？ 例えば、

ログインする人によって違うマイページを表示した

り、トップページの最新情報を自動的に変更した

り、不動産サイトのように検索する条件によって

表示するページを変更したりといったことが、PHP

なら実現できます。逆に、HTMLだけで作成して

いるページの場合はいつ見ても内容は変化しませ

ん。PHPを組み合わせることで、サイトでできる
ことが大きく拡張されるのです。

PHPは状況に応じて内容が変化する

PHPがWebサイトの機能を大きく広げる

ユーザーの選択による内容の変化

条件Aに合わせた
内容を表示

条件Bに合わせた
内容を表示

プログラムに沿
って出力する内
容を変化させる

PHP
条件Aで
アクセス

条件Bで
アクセス

アクセスするたびに内容が変更されるようなペー
ジを「動的ページ」と呼び、逆に常に固定の内容
が表示されるページは「静的ページ」と呼びます。
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このレッスンの
ポイント

Lesson

一般的にPHPはHTMLとの親和性が高いといわれ

ています。下のコードを見てください。パッと見た

ところHTMLで書かれたファイルのように見えます。

後述しますが「<?php～?>」の部分がPHPで書か

れた部分です。それ以外の内容は、通常のHTML

とまったく違いはありません。このようにHTML

と協調しながらPHPは実行されます。

HTMLの中のPHP

PHPとHTMLはセットで利用される

前のレッスンではPHPとHTMLの違いについて説明しました。でも、
PHPとHTMLはまったく別物ではありません。PHPはHTMLとセッ
トで動作するからです。ここで、切っても切り離せないPHPと
HTMLの関係性を理解しておきましょう。

HTMLとPHPの
関係性を知りましょう

［HTMLとPHP］

04

01	 <!DOCTYPE⎵html>
02	 <html⎵lang="ja">
03	 <body>

04	 <?php⎵echo⎵"こんにちは";⎵?>
05	 </body>

06	 </html>

ブラウザで表示すると「こんにちは」
と表示されるプログラム

PHPで書かれ
ている部分

※本書では、コード内の半角スペースを⎵で表しています。
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PHPはHTMLの中にPHP
モードとして書く、というこ
とだけ覚えておきましょう。

<?php～?>に囲まれた部分をPHPモードと呼び
ます。HTMLからPHPモードに入ってまた出る（もし

くはHTMLに戻る）といったいわれ方もするので覚

えておきましょう。ここで覚える必要はありません

が、「echo」というのは「文字列を表示する」という

意味を持っています。後ろの「"こんにちは "を表示

せよ」と命令しているわけです。今は1行ですが、

大きなプログラムを書いていくとPHPの部分は増

えていきます。

別の例を見てみましょう。この例の出力結果は実

は左ページの例と同じなんです。左ページの例で
はHTMLの中にPHPを記述していますが、この
例ではPHPからHTMLを出力しています。HTML

とPHPが密接な関係を持っていることがわかりま

すか？ はじめはこんがらがってしまうかもしれませ

んが、今の時点ではわからなくても大丈夫です。

本書を読み進めていく中でちゃんと理解できるよ

うになります。

HTMLの中にPHPモードとして書いていく

PHPからHTMLを出力できる

PHPモード

PHPからHTMLを出力

01 <?php

02 echo⎵"<!DOCTYPE⎵html>¥n";
03 echo⎵"<html⎵lang=¥"ja¥">¥n";
04 echo⎵"<body>¥n";
05 echo⎵"こんにちは";
06 echo⎵"</body>¥n";
07 echo⎵"</html>¥n";

<?php⎵echo⎵"こんにちは";⎵?>

PHPモードの開始
と終了を示すタグ
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Lesson

機能面で補助してくれるテキストエディタをインス

トールして利用してみましょう。OSにもともと用意

されているエディタを利用してもかまいませんが、

プログラミングをするうえでは少し不便に感じると

思います。例えば、高機能なエディタには、プロ
グラミングの利用者向けにプログラムのコードの
識別や色の設定、高機能な検索などの機能を持

っているので、コードや関数が見やすくなり、作
業効率が上がったり、入力ミスを防げたりといっ

たメリットがあります。Windowsは次のページから、

Macは24ページから、エディタのインストールとい

くつかの設定を行います。手順どおりに進めれば

難しいことはありませんよ。

高機能のテキストエディタを手に入れる

これから制作していくPHPプログラムはテキストエディタを使用
して編集します。そのために、パソコンにエディタをインストール
しましょう。例えば、Windowsであればメモ帳というエディタが
あらかじめインストールされていますが、プログラムを書くならも
っと高機能なエディタの方が便利です。

PHPを記述するための
エディタを用意しましょう

［エディタの準備］

05

サクラエディタ（Windows）
http://sakura-editor.sourceforge.net/
download.html

CotEditor（Mac）
http://coteditor.com/

コマンドやキーワードの強調表示が
でき、行番号が表示されるものであ
れば、ほかのエディタでもいいですよ。
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サクラエディタをインストールする（Windows）

1 ファイルを
ダウンロードする

2 ダウンロードした
ファイルを実行する

4 コンピュータへの
変更を許可する

3 インストールを
開始する

サクラエディタのページ
（http://sakura-editor.sourceforge.

net/download.html）を表示

1

［最新版ダウンロード］の
ファイル名をクリック

2

［実行］をクリック1

［はい］をクリック1

［はい］をクリック1
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5 セットアップを
開始する

6 インストール先を
指定する

7 インストールする
コンポーネントを
確認する

8 設定の保存方法を
選択する

［次へ］をクリック1

［次へ］をクリック2

［次へ］をクリック1

［次へ］をクリック1

インストールする
フォルダを確認

1
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10 追加タスクを
選択する

9 アイコンを作成する
場所を指定する

11 インストールを
確定する

12 サクラエディタが
インストールされた

サクラエディタがインストールされま

した。デスクトップに［サクラエディ

タ］のショートカットが作成されます。

［完了］をクリックして終了します。

［次へ］をクリック1

［次へ］をクリック2

［インストール］をクリック2

［デスクトップにアイコン作成］
と［「SAKURAで開く」メニュ
ーの追加］をクリックしてチェ
ックマークを付ける

1

インストールの
設定内容を確認

1

023

P
H
P
を
学
ぶ
準
備
を
し
よ
う

C
hapter 1



CotEditorをインストールする（Mac）

1 ファイルを
ダウンロードする

2 ダウンロードした
ファイルを開く

ウィンドウが開き、CotEditorが
表示されます。

［download］をクリック2

CotEditorのページ（http://
coteditor.com/）を表示

1

Dockの［ダウンロード］をクリ
ックし、前の手順でダウンロ
ードしたファイルをクリック

1
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